
発行日 
２０１８年８月１9日 
毎月１９日は、「かがわ育児の日」 

第13２号 

 司書のオススメ本 ～８月の新着図書から～ 

＜８月の新着図書～ほかにもこんな図書が入りました～＞（ ）は棚番号と内容です。 

               

 ●県立図書館の子育て支援コーナーの図書は、県内のお近くの市町図書館等から取り寄せができ 

  ます。詳しくはお近くの公共図書館へご相談ください。 

 本書の著者は、旅行ジャーナリスト。息子さんがまだ赤ちゃんの頃から国内外の旅に

連れて行った経験より、旅を通して「生きる力」を育む「旅育」を意識するようになったと

のこと。旅育で育まれる「生きる力」とは、「自己肯定力」、「コミュニケーション力」、「知

恵を育む力」なのだそうです。 

 さらに、著者は、旅で子どもが得られる「『自分の日常は大きな社会の一握り』という気

づきは、強い心を持ち、困難を乗り越え、前向きに人生を歩むために必要な礎になるは

ず。」とも。 

  旅好きでない人でも、「子どもと一緒に旅行に行ってみようかな。」と思える一冊です。 

『旅育BOOK 家族旅行で子どもの心と脳がぐんぐん育つ』 

 村田 和子／著 日本実業出版社/刊 2018. 7 

『うちの子、安全だいじょうぶ? 新しい防犯教育』  

 宮田 美恵子／著 新読書社/刊 2018. 6  

(支援１ー４ 乳児の育児） 

・『子育てでカラダが限界なんですがどうすればいいですか?  

 育児の疲れスッキリBOOK』  藤 充博／著 青月社／刊  

（支援２ー２ 子どもの食事）                                                                                                                                
・『子どもに伝える行事食 アイデア、笑顔わくわくレシピ集』  

 食べもの文化編集部／編 芽ばえ社／刊   

（支援２ー３ 子どもの健康）  

・『ドクター朝田の間違いだらけの子どもの歯みがき』 

  朝田 芳信／著 春陽堂書店／刊  
（支援３ー３ 子育てのヒント）     

・『先生、子どもをどう育てたらいいでしょう?』 

 大野 和子／著 みらいパブリッシング／刊  

（支援４ー２ 子どもの遊び）                                                         
・『作って,遊んで,理科がわかる!身近な素材で楽しむ工作 

 教室 続』 高井 吉明／編著 日本評論社／刊 

（支援４－５ 学力） 
・『親子でかんたん速読ドリル』 

 磯 一郎／著 日本能率協会マネジメントセンター／刊  

（支援５－２ 家庭教育） 
・『ちゃんと失敗する子の育て方』 

 高濱 正伸，西郡 文啓／著 総合法令出版／刊 

 （支援５－４ 体力づくり） 
・『子どもの身体能力が育つ魔法のレッスン帖』 

 高橋 宏文／著 メディアパル／刊 

 本書は、核家族化や情報化など社会の変化により、子どもの巻き込まれる事件も変

化していることを踏まえた新しい防犯教育を提案しています。 

 著者によると、防犯教育は、子どもが生まれたときから始まっているとのこと。心の安

全力の基本となるのは、「親子（養育者との）信頼関係」。親子の信頼関係ができること

で、子どもは、自分に何かあったら、親が悲しむと思えるようになり、危機に直面したと

きにどうしても助かるんだという強い気持ちを持つことができるということです。 

 赤ちゃんから小学生までのお子さんを持つ親御さんの必読書です。 
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＜子育て支援担当より＞ 
  
 

 夏休みもあと少しとなりましたね。少し前まで、我が家では、小学生の息子の宿題の手伝いに追われる

日々でした。今年の息子の自由研究のテーマは、「アリの観察」。アリの巣の観察キットを買って、もう半分くら

い済んだ気になっていたのですが、砂糖をアリの通り道に置いて待つこと一日、いくら待ってもアリは素通りし

て行くばかりで、全く捕獲できないという困った事態に。そこで、図書館でアリの生態の本を調べて、昆虫ゼ

リーでアリの捕獲に成功しました。 

 「分らないことや悩み事があるとき、それを解決できるヒントが載っている本があること。そして、そんな本が

たくさんある図書館って、すごく素敵な場所なんだなあ。」と、改めて実感できて、とてもうれしく思いました。 

県内図書館 子育て支援コーナー訪問 
～第２回 丸亀市立中央図書館～ 

 このコーナーでは、香川県内の図書館の子育て支援コーナーや 

子育て支援関連行事を紹介しています。 
 

 第２回目は、丸亀市立中央図書館を紹介します。 

 丸亀市立中央図書館は、JR丸亀駅前にあり、図書館と同じ建物の 

東側の部分には、丸亀市立猪熊弦一郎現代美術館（MIMOCA)が併設 

されています。蔵書冊数は約２８万冊（うち児童書は約6万冊）です。 

 子育て支援コーナーは、図書館の入口を入って右手の

児童書のコーナーの一角にあります。 

 家庭医学、教育、衣服、料理など子育てに役立つ 

図書、約３５０冊が集められています。 

 棚の上段は、２カ月ごとにテーマを変えて展示をして

います。ちなみに、訪問したときの展示のテーマは「教

育」でした。 

 毎週水曜日、午後４時から、図書館員によるおはなし会 

「おねえさんといっしょ」を開催しています。手あそび、絵本

の読み聞かせ、折り紙あそびなどを行っています。 

 毎月第４土曜日、午後３時からは、ボランティア団体「丸亀

おはなしの会くれよん」によるおはなし会を開催しています。 

★丸亀市立中央図書館からイベントのお知らせ★ 

 ９月１５日（土）午後１時３０分から「丹下先生のサイエンス教室」を開催予定です。 

 小学生対象です。参加申し込み方法等、詳しくは、丸亀市立中央図書館までお問合せください。 

＜お問合せ先＞丸亀市立中央図書館 

           〒763-0022 丸亀市浜町80番地１ TEL:0877-22-3746 

丸亀市立中央図書館 

 児童書のコーナーの奥には 

「あかちゃんえほん」のコーナー

があります。 

 靴を脱いで、ゆっくりお子さん

と絵本が楽しめます。 


